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主催   南信高等学校体育連盟 

主管   南信高等学校体育連盟定通専門部 

 



大会役員 

会  長  斉藤 則章（伊那北） 

副 会 長  田中 昇（東海大諏訪） 駒瀬 隆（伊那弥生ヶ丘） 小金 典子（松川） 

顧  問  南信高等学校体育連盟高等学校長 

委 員 長   原 正彦（伊那北） 

副委員長   田中 隆（伊那弥生ヶ丘） 金子 俊夫（松川） 

 

競技役員 

会 場 長      北島 匡晃（箕輪進修） 

競技委員長  名取  駿（諏訪実業） 

副委員長  三澤 浩典（箕輪進修） 

委  員    末松 英司（赤穂）代田 裕之（飯田 OIDE 長姫） 

      畦上 みずき（飯田 OIDE 長姫） 

会場委員  箕輪進修高等学校職員 諏訪実業高等学校職員  

赤穂高等学校職員   飯田 OIDE 長姫高等学校職員   

会  計  名取  駿（諏訪実業） 

救  護  林  夕姫（箕輪進修）  

 

バドミントン     （箕輪進修高等学校 第 1 体育館） 

会場主任  三澤 浩典（箕輪進修） 

会場委員  飯田 OIDE 長姫・諏訪実業・赤穂高等学校職員 

審 判 員  南信高等学校体育連盟バドミントン専門部 

補 助 員  箕輪進修高等学校職員・バドミントン部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平 成 ３０年 度 南 信 高 等 学 校 会定時制通信制新人体育大会 

 

１．主  催  南信高等学校体育連盟 

２．主  管  南信高等学校体育連盟定通専門部 

３．日  時  平成３０年１１月１０日（土） 開会式 9:30 競技開始 9:40 

４．会  場  箕輪進修高等学校   

５．種  目  バドミントン 

６. 競技方法  試合方法はリーグ戦方式、又はトーナメント方式とする。 

 

バドミントン 

１)  競技規則は、現行日本バドミントン協会競技規則による。 

２)  各校登録参加選手は８名以内とし、団体戦と兼ねることができる。 

３）個人戦はシングルのみ、１５点（ラリーポイント制）の３セットマッチとする。 

  １４点オールとなった場合はデュースとなり、２点連続したサイドが勝者となる。 

  （最高２１点） ※団体戦・個人戦準決勝以上は２１点の３セットマッチで行う。 

４）団体戦は２～６名以内とし D1・S1・S2 で実施し、単複の重複は可。 

５）試合球は公認球(水鳥)とし、試合球を試合数だけ各校で持参する。 

６）選手は背にゼッケンをつけること。 

(白布に黒又は紺で学校名を入れ、サイズは縦１５㎝横３０㎝とする） 

 

 

南信高等学校定時制通信制新人体育大会 参加状況 
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大会参加にあたっての留意事項 

南信高等学校体育連盟 

I. 服装など 

           １．運動着は高校生らしく、その種目にふさわしいものを着用するとともに、常に保

温するように心がける。 

    ２．大会の行き帰りの服装は、その学校の校則に沿ったものとする。 

    ３．指輪、ピアスなどの装飾品は、競技中に危険を及ぼす可能性があるので着用しな 

     い。 

    ４．スポーツマンにふさわしい身なりをし、茶髪、パーマ、化粧などはしない。 

 

II. 参加態度、安全など 

     １．常に高校生らしくフェアー精神を重んじたプレーを心がける。 

   ２．自分たちの大会を支えてくださる競技役員、審判、顧問の先生方には感謝を込め 

     挨拶をする。 

   ３．大会の行き帰りは、学校で認められた交通手段を利用し交通安全には十分配慮す 

     る。     

   ４．余裕をもって会場に行き、試合前のアップをしっかり行う。 

         その際、使用器具、施設の安全性に十分配慮しながら事故防止に努める。 

     ５．競技中はルールに従い普段の練習の成果を十分に発揮できるよう心がけ、粗暴な 

     プレー、無謀なプレーはしない。 

    

III. 美化・清掃など 

     １．会場での飲食はその会場の規定に沿って行う。 

    ２．上下履きの区別はしっかりと行う。 

   ３．噛み終わったガムは紙に包みゴミ箱にすてる。また、自分たちの出したゴミは持  

     ちかえる。 

   ４．公衆道徳(歩きながらの飲食はしない)を守り高校生らしい態度で臨む。 

     ５．自分たちの大会です。会場をお借りできることに感謝し、準備、後片付けなどに 

     は積極的に参加する。 

 

IV. その他 

１．最近、会場での現金盗難が多発しています。貴重品は持ち歩かない、または、 

     顧問に預ける。 

      ２．所持品には記名し、会場での管理は自分で行う。 

      ３．食事は試合の合間をみて適切にとる。また、夏場の弁当については保管場所な 

      どを配慮し、食中毒には十分気をつける。 

 ※ 顧問の先生方へ 

        １．マナーや生活指導問題は上記の点を十分に配慮しながら、原則として当該校の校  

           則により指導をお願いします。  

      ２．スポーツは常に危険が伴います。事故発生の場合は速やかに対応マニュアルに従         

    い､本人、保護者、学校長等への対応をお願いします。  

 


